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第１章 序論 

日本語教育では「１枚」「２人」などの助数詞による表現をひとつの学習項目として扱っ

ており、日本語能力試験でも４級の段階から助数詞の語彙が取り入れられている。しかし

ながら、助数詞がつく数詞に和語系、漢語系の区別があり、数詞との組み合わせによって

複雑な音変化が生じたり、また名詞の表す事物によって使い分けが必要であったりするた

め、日本語学習者にとってはやや負担の重い学習項目となっている。 

初級日本語教科書の多くでは、わざわざ助数詞の課を設け、取り立てて助数詞を指導し

てきたが、それにもかかわらず、学習者が言語行動の中でなかなか使用につなげられてい

ない現状があるというのはなぜであろうか。近年の生活スタイルの変化などから、助数詞

を使う機会そのものが減ったとも推測されようし、あるいは初級日本語教科書の中の「助

数詞」と、実際の使用の中の「助数詞」との間に何らかのずれがあることに起因している

とも推測される。本研究では調査を通してその原因を探り、今後の助数詞の指導をよりよ

いものにしたいと考える。 

 日本語の助数詞に関する先行研究は、日本語学、対照言語学、認知心理学などからのア

プローチによる助数詞そのものの研究と、教育的な立場から助数詞を研究しているものの

２つに大別することができる。前者は多くの先行研究が見られるが、後者のほうはあまり

多くなく、特に日本語教育の立場から研究されているものはないに等しい。 

 先行研究や文献、辞書などから助数詞には「類別辞」「単位辞」「序数詞」の３種がある
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ことがわかった。３種のうちのどれを助数詞とするかは様々な立場があるが、本研究では

機能上の違いなどから序数詞を助数詞としない立場をとることとする。また、「時」や「年

（2004年）」などの時の点的数値を表す単位辞はほとんどの初級日本語教科書で扱われて

いることから、今回の調査の対象からははずすこととする。 

 本研究では最初に、現在日本語教育においてどのような助数詞がどのように指導されて

いるのかを探るため、初級日本語教科書を対象に調査を行った。教科書の本文中の助数詞

を、[数詞＋助数詞]を含む文単位で抽出し、[数詞＋助数詞]と、それによって数えられる事

物とを１つの用例としてとらえ、どのような助数詞が見られるか、分析を行った。類別辞

と単位辞がどのような割合で見られるか、同一の助数詞でどのような事物が数えられてい

るか、といった点についても分析を加えた。 

 初級日本語教科書での助数詞の扱いを明らかにしたのち、実生活の言語行動の中にどの

ような助数詞が見られるのか、調査を行った。日常生活における言語行動を調査するには

いくつかの方法が考えられ、それぞれにメリット、デメリットがあるが、今回はドラマの

脚本を用い、そこに日常の言語行動を求めることとした。ドラマの脚本を対象に同じよう

に調査を行い、初級日本語教科書の調査結果と比較、分析を行った。 

 調査資料とする初級日本語教科書は、様々な学習者のニーズに合わせて多様化する教科

書の中から偏りのないよう、一般向けのもの、ビジネスパーソン向けのもの、就学生向け

のもの、生活者向けのもの、年少者向けのものの中から各１冊ずつ、広く用いられている

ものを選出した。 

 また調査資料とするドラマの脚本は、脚本家連盟が毎年出版している『テレビドラマ代

表作選集』（日本脚本家連盟）の 1995年版から 2003年版までのものの中から、テレビドラ

マの脚本のみを選出して使用した（ラジオドラマの脚本は対象としなかった）。 

 

第２章 初級日本語教科書における助数詞 

 対象者の異なる教科書を各分野から１冊ずつ取り上げ、どのような助数詞がいくつ取り
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上げられ、その中の類別辞と単位辞の割合がどのようになっているか、またそれらがどの

ような事物を数えているのかなどを明らかにし、日本語教育においてどのように助数詞が

取り上げられているのかを明らかにした。各教科書の本文中の助数詞を[数詞＋助数詞]を

含む文単位で抽出し、[数詞＋助数詞]と、それによって数えられる事物とを１つの用例と

してとらえ、どのような助数詞がどのような事物を数えているかなどを考察した。 

調査資料には、様々な学習者のニーズに合わせて多様化する教科書の中から偏りのない

よう、一般向けのもの、ビジネスパーソン向けのもの、就学生向けのもの、生活者向けの

もの、年少者向けのものの中から各１冊ずつ、広く用いられているものを選出し、調査を

行った。教科書に関しては助数詞を取り立てて教えている課（以下「取り立て課」と略す）

と、それ以外の課（以下「非取り立て課」と呼ぶ）に分けて分析を行った。 

 調査の結果から、初級日本語教科書の取り立て課では類別辞に重点を置いて導入されて

いる傾向が見られた。逆に、非取り立て課や教科書全体では単位辞のほうが割合多く見ら

れた。初級日本語教科書５冊のうち、４冊以上（全体の８割以上）が取り上げていた類別

辞は「つ」「人」「杯」「本」「枚」の５種であった。また４冊以上が取り上げていた単位辞

は「円」「回」「か月」「歳」「時間」「週間」「日」「年」「分」「メートル」の 10種であった。

単位辞に関しては時を表すもの、頻度・回数を表すもの、お金の単位を表すものが多くを

占め、長さや重さを表すようなものは「メートル」しか見られなかった。 

初級日本語教科書に見られた類別辞によって数えられた事物に関しては、『数え方の辞

典』（2004 飯田朝子）を参照しながら用法ごとに分け、分析を行った。 

 

第３章 ドラマの脚本における助数詞 

初級日本語教科書における助数詞と比較を行うため、ここでは日常生活における言語行

動の中の助数詞を調査した。私たちの日常的な言語行動の中でどのような助数詞が使用さ

れ、また[数詞＋助数詞]によってどういった事物が数えられているのか、助数詞の用法と

合わせて調査し、分析を行った。 
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調査資料には脚本家連盟が毎年出版している『テレビドラマ代表作選集』（日本脚本家連

盟）の 1995年版から 2003年版までのものの中から、テレビドラマの脚本を 30本吟味、選

出し、調査資料とした。 

調査の結果、脚本 30本中３本の脚本のみが単位辞よりも類別辞のほうが多い割合で見ら

れ、脚本 26本では類別辞よりも単位辞のほうが多い割合で見られた。また、脚本の 24本

以上（全体の８割以上）に見られた類別辞は「人」のみ、単位辞は「年」のみで、あまり

多くのものは見られなかった。 

脚本についても、類別辞によって数えられた事物を用法と合わせて分析を行った。 

  

第４章 初級日本語教科書とドラマの脚本における助数詞の比較 

ここでは初級日本語教科書の調査結果と、ドラマの脚本の調査結果とを比較、考察した。

調査結果としては、類別辞と単位辞の出現する割合が、脚本ではやや単位辞のほうが多い

割合で見られた。また、初級日本語教科書では特に取り立て課において種類多くの類別辞

が取り上げられていたのに対し、脚本では「人」と「つ」をのぞけばあまり多くの脚本に

共通に見られたものがなかった。一方、単位辞に関しては両資料において見られた単位辞

にかなりの重なりが見られ、時を表す単位辞と回数・頻度を表す単位辞、お金の単位を表

す単位辞（「円」）が共通度が高かった。 

助数詞によって数えられる事物に関しては、両資料間にいくつかの相違が見られた。特

に顕著だったものでは、「つ」で数えられる事物の抽象名詞に脚本では「コト」という形式

名詞を伴うものが目立ったことや、「本」の用法として初級日本語教科書では細長いものを

数える用法しか取り上げていなかったのに対して、脚本ではその用法以外にも、電話など

の交信数を数える用法や、作品などを数える用法、課題などを数える用法など、広がりが

見られたことなどである。 

 

第５章 調査結果の日本語教育への応用 
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 ここでは今回の調査結果をどのように日本語教育に応用し、還元させていくことができ

るのか、提言を行った。脚本では類別辞よりも単位辞のほうが割合が多く、また半数以上

の資料に共通に見られたものも類別辞より単位辞のほうが多かった。類別辞で共通度の高

かったものは、機能的にはほとんど人間を数える単位辞のようにも思える「人」や汎用性

の高い「つ」などで、いわゆる類別辞らしい類別辞は脚本の３割に共通に見られた「杯」

と「枚」がもっとも共通度が高かったという程度で、半数以上に共通に見られたものなど

はなかった。このような結果を考慮すると、類別辞よりも単位辞を早い段階で導入するほ

うが意味があると思われる。単位辞に関しては訳語などを用いることもできるので、かけ

る時間や教師の負担も少ない。単位辞をひとつの学習項目として初級の早い段階で導入す

ることを提案したい。 

類別辞に関しては、すべての言語が持つものではなく、特に母語にこのような概念を持

たない学習者には時間をかけて丁寧に指導する必要がある。ひとつの学習項目として取り

立てて指導することはやはり必要だと考えるが、今回の脚本調査の結果を踏まえると、こ

れまでのように数多くの類別辞を取り立て課で取り上げる必要はあまりなく、初級の早い

時期でなくとも中盤以降でもよいのではないかと考える。初級の中盤もしくは後半に時間

をかけて取り立てて指導をし、日本語の助数詞の広がりや結び付く数詞の違い（漢語系数

詞と和語系数詞）、それに伴う音変化、また数えられる事物が省略されてもコミュニケーシ

ョンが成り立つ類別機能などを紹介したうえで、類別辞を指導することが望ましいと考え

る。 

初級日本語教科書で取り上げたらよいと提案した単位辞は「円」「歳」「回」「度」「分」

「時間」「日」「日間」「週間」「か月」「年」「年間」の 12 種である。ただし、理科系の就学

生には専門分野に関わる単位辞をリストで与えるなど、学習者のニーズにあったものを 12

種にさらに加えた形で提示するといった工夫がなされるとよりよいはずである。単位辞は

組み合わさる文型があまり限定されないので、動詞文の学習が終わっていれば、多種多様

な例文で指導、練習することができるのではないであろうか。 
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また、初級日本語教科書で取り上げたら良いと提案した類別辞は「冊」「つ」「人」「杯」

「本」「枚」の６種である。これらの６種に関しては理解だけでなく使用語彙のレベルまで

持っていくことが望ましいが、「軒」「食」「匹」の３種に関しては助数詞の広がりを見せる

ための例として取り上げる程度で十分であろう。また『みんなの日本語』のように類別辞

と単位辞をひとつの課で説明なしに同列に並べて指導することも避けたほうがよいであろ

う。 

類別辞によって数えられた事物に関しても、両資料に見られたものを比較、分析し、そ

の結果から採用すべき語を提案した。両資料に見られた語を日本語教育の立場から吟味し、

学習者の生活からかけ離れているものや、まだ定着していない新語などは落とし、両資料

に見られたものを採用するだけでなく、それらを参考に資料には見られなかったが今回新

たに提案したいものも加えて提案した。 

例えば「つ」で数えられる事物に関しては、脚本に見られた形式名詞のコトを伴う表現

を採用したが、脚本に見られた用例はコトに係る部分が文法的に複雑なものが多かったた

め、もう少し初級でも扱えるように簡略化してもよいと考え、「おもしろいこと」や「した

いこと」などを新たに提案した。 

 

第６章 まとめと今後の課題 

今回、助数詞に関して日本語教育の立場からの研究がほとんどないという中で、このよ

うな研究の結果としていくつかの提言を行うことができたのは、非常に意義があったと考

える。 

 反省すべき点としては、今回日常の言語行動を脚本 30 本に求めたわけであるが、量とし

て妥当であったか、また調査資料としてその選択が妥当であったかという点については今

後研究を続けていく中で検討すべきであると考える。より多くの、より「使用」に近いデ

ータを抽出する方法を今後考えたい。また、今回は助数詞とそれによって数えられる事物

とを文から切り離して分析を行った形になったが、助数詞とそれによって数えられる事物
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がどのように文中で働いているかなど、文法的な分析も必要であろうと思われる。今回は

どのような助数詞を初級日本語教科書で扱えばよいかという指針を示すにとどまったが、

そもそも教科書において語彙の提出順序を文型の提出順序よりも優先させることは難しく、

そういった点を考慮すると、今後文型やトピックなどの観点から調査、分析を行うことも

重要となってくるであろう。そのような研究を行えば教科書にとどまらず、その他の教材

や教授法まで提言を広げていくことができるのではないであろうか。 

 


